
知的障害特別支援学級（高木小学校、常盤平第二小学校、常盤平第三

小学校、松ケ丘小学校、和名ケ谷小学校、小金北中学校）及び 

自閉症・情緒障害特別支援学級（横須賀小学校、古ケ崎中学校）の 

新規開設について 

１ 開設の目的 

  平成１９年、障害種別に対応することのできる「特別支援教育」制度への転換が

行われました。松戸市では、個々の教育的ニーズに対応できるよう個別の指導計画

を作成して、保護者との連携をとりながら一人一人に応じたきめ細かな指導を実施

し、「自立と社会参加」を目指して児童生徒の基礎基本の定着と社会性の向上を図

っております。 

特別支援の必要な児童の増加に伴い、児童の通学の負担を減らし、地域の学校で 

より安心・安全に通学できるよう、計画的に新設を進めていく必要があります。 

そこで、令和８年度、新たに小学校５校、中学校１校で知的障害特別支援学級、

小学校１校、中学校１校で自閉症・情緒障害特別支援学級の開設を計画いたしまし

た。 

このことにより、当該小中学校の特別支援教育力の向上はもとより、松戸市全体の

特別支援教育力の向上を図り、児童生徒の「自立と社会参加」に向けた指導と支援の

強化を図ってまいります。 

⑴ 松戸市内の知的障害特別支援学級

松戸市内の知的障害特別支援学級は、小学校３１校、中学校１３校に設置され

ております。昨年度、知的障害特別支援学級が２校新設されましたが、設置率は 

小中学校合わせて６７．７％と市内の６割を超えたところです。 

保護者の送迎のもと３０分程度の時間をかけて通学している児童もおります。 

そのため、利便性の良い学校に児童が集中する傾向が未だに強く、局地集中・

大規模化も課題となっております。 

⑵ 固定型の自閉症・情緒障害特別支援学級

固定型の自閉症・情緒障害特別支援学級は、小学校３９校、中学校１１校に設

置されています。 

昨年度、固定型の自閉症・情緒障害特別支援学級が小学校に１校新設されまし

たが、設置率は小学校８６．６％、中学校５５％となっています。 

自閉症・情緒障害特別支援学級においても、利便性の良い学校に児童が集中 

する傾向を鑑み、今後の局地集中・大規模化を避ける必要があると考えます。 
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２ 開設学校名 

【 知 的 障 害 特 別 支 援 学 級 】 高木小学校、常盤平第二小学校、常盤平第三

小学校、松ケ丘小学校、和名ケ谷小学校、小金北中学校 

【自閉症・情緒障害特別支援学級】 横須賀小学校、古ケ崎中学校 

 

３ 開 設 日  令和８年４月１日（予定） 

 

４ 市内の特別支援学級の状況 

松戸市には、市立小学校４５校、市立中学校２０校、夜間中学校１校があり 

ます。 

現在、そのうち市立小学校４４校、市立中学校１８校に特別支援学級が設置さ 

れております。 

知的障害特別支援学級は、市立小学校３１校、市立中学校１３校、自閉症・情 

緒障害特別支援学級は市立小学校３９校、市立中学校に１１校設置されている状

況です。 

 

⑴ 高木小学校における知的障害特別支援学級開設の必要性 

高木小学校は、令和７年１０月１日現在、通常学級数６学級、自閉症・情緒障

害特別支援学級１学級、児童数１４９名と市内では小規模の学校であります。 

高木小学校においても特別に支援を要する児童は各学年に数名ずつ在籍してお

り、令和８年度の新２年生１名、新３年生２名が現在、知的障害特別支援学級の

入級を希望しております。現在、通学区域として設置されている栗ケ沢小学校の

知的障害特別支援学級には１９名（３学級）の児童が在籍している状況にあり、

高木小学校に知的障害特別支援学級が開設されれば、松戸市小金原・高木地区の

知的障害特別支援学級の大規模化を回避していくことに寄与し、同地域の保護者

にとっても送迎の負担が軽減されると考えられます。 

このような状況から、高木小学校に知的障害特別支援学級を設置することは、

高木小学校の特別支援教育の向上につながるとともに、栗ケ沢小学校の知的障害

特別支援学級の大規模化を回避し、松戸市小金原・高木地区の潜在的な教育的ニ

ーズにも対応できるものであります。 

 

⑵ 常盤平第二小学校における知的障害特別支援学級開設の必要性 

常盤平第二小学校は、令和７年１０月１日現在、通常学級数１３学級、自閉

症・情緒障害特別支援学級２学級、児童数３７０名と市内では小から中規模の学

校であります。 

常盤平第二小学校においては特別に支援を要する児童の入学が予定されてお

り、令和８年度の新１年生１名が現在、知的障害特別支援学級の入級を希望して

おります。現在、通学区域として設置されている常盤平第一小学校の知的障害特



別支援学級には１１名（２学級）の児童が在籍している状況にあり、常盤平第二

小学校に知的障害特別支援学級が開設されれば、松戸市常盤平地区の知的障害特

別支援学級の大規模化を回避していくことに寄与し、同地域の保護者にとっても

送迎の負担が軽減されると考えられます。 

このような状況から、常盤平第二小学校に知的障害特別支援学級を設置するこ

とは、常盤平第二小学校の特別支援教育の向上につながるとともに、常盤平第一

小学校の知的障害特別支援学級の大規模化を回避し、松戸市常盤平地区の潜在的

な教育的ニーズにも対応できるものであります。 

 

 ⑶ 常盤平第三小学校における知的障害特別支援学級開設の必要性 

 常盤平第三小学校は、令和７年１０月１日現在、通常学級数１９学級、自閉

症・情緒障害特別支援学級２学級、児童数５７９名と市内では中規模の学校であ

ります。 

常盤平第三小学校においては特別に支援を要する児童の入学が予定されてお

り、令和８年度の新１年生１名が現在、知的障害特別支援学級の入級を希望して

おります。現在、通学区域として設置されている常盤平第一小学校の知的障害特

別支援学級には１１名（２学級）の児童が在籍している状況にあり、常盤平第三

小学校に知的障害特別支援学級が開設されれば、松戸市常盤平地区の知的障害特

別支援学級の大規模化を回避していくことに寄与し、同地域の保護者にとっても

送迎の負担が軽減されると考えられます。 

このような状況から、常盤平第三小学校に知的障害特別支援学級を設置するこ

とは、常盤平第三小学校の特別支援教育の向上につながるとともに、常盤平第一

小学校の知的障害特別支援学級の大規模化を回避し、松戸市常盤平地区の潜在的

な教育的ニーズにも対応できるものであります。 

 

 ⑷ 松ケ丘小学校における知的障害特別支援学級開設の必要性 

松ケ丘小学校は、令和７年１０月１日現在、通常学級数１８学級、自閉症・情

緒障害特別支援学級３学級、児童数５４０名と市内では中規模の学校でありま

す。 

松ケ丘小学校においても特別に支援を要する児童は各学年に数名ずつ在籍して

おり、令和８年度の新１年生１名、新２年生１名が現在、知的障害特別支援学級

の入級を希望しております。現在、通学区域として設置されている上本郷第二小

学校の知的障害特別支援学級には１４名（２学級）の児童が在籍している状況に

あり、松ケ丘小学校に知的障害特別支援学級が開設されれば、松戸市上本郷地区

の知的障害特別支援学級の大規模化を回避していくことに寄与し、同地域の保護

者にとっても送迎の負担が軽減されると考えられます。 

このような状況から、松ケ丘小学校に知的障害特別支援学級を設置すること

は、松ケ丘小学校の特別支援教育の向上につながるとともに、上本郷第二小学校



の知的障害特別支援学級の大規模化を回避し、松戸市上本郷地区の潜在的な教育

的ニーズにも対応できるものであります。 

 

 ⑸ 和名ケ谷小学校における知的障害特別支援学級開設の必要性 

和名ケ谷小学校は、令和７年１０月１日現在、通常学級数１４学級、自閉症・

情緒障害特別支援学級２学級、児童数４０３名と市内では中規模の学校でありま

す。 

和名ケ谷小学校においても特別に支援を要する児童は在籍しており、令和８年

度の新２年生１名、新６年生１名が現在、知的障害特別支援学級の入級を希望し

ております。現在、通学区域として設置されている相模台小学校の知的障害特別

支援学級には１３名（２学級）の児童が在籍している状況にあり、和名ケ谷小学

校に知的障害特別支援学級が開設されれば、松戸市和名ケ谷・相模台地区の知的

障害特別支援学級の大規模化を回避していくことに寄与し、同地域の保護者にと

っても送迎の負担が軽減されると考えられます。 

このような状況から、和名ケ谷小学校に知的障害特別支援学級を設置すること

は、和名ケ谷小学校の特別支援教育の向上につながるとともに、相模台小学校の

知的障害特別支援学級の大規模化を回避し、松戸市和名ケ谷・相模台地区の潜在

的な教育的ニーズにも対応できるものであります。 

 

 ⑹ 小金北中学校における知的障害特別支援学級開設の必要性 

小金北中学校は、令和７年１０月１日現在、通常学級数９学級、自閉症・情緒

障害特別支援学級２学級、生徒数３１４名と市内では小規模の学校であります。 

小金北中学校においても特別に支援を要する生徒の入学が予定されており、令

和８年度の新１年生２名が現在、知的障害特別支援学級の入級を希望しておりま

す。現在、通学区域として設置されている小金中学校の知的障害特別支援学級に

は３８名（５学級）の生徒が在籍している状況にあり、小金北中学校に知的障害

特別支援学級が開設されれば、松戸市小金地区の知的障害特別支援学級の大規模

化を回避していくことに寄与し、同地域の保護者にとっても送迎の負担が軽減さ

れると考えられます。 

このような状況から、小金北中学校に知的障害特別支援学級を設置すること

は、小金北中学校の特別支援教育の向上につながるとともに、小金中学校の知的

障害特別支援学級の大規模化を回避し、松戸市小金地区の潜在的な教育的ニーズ

にも対応できるものであります。 

 

 ⑺ 横須賀小学校における自閉症・情緒障害特別支援学級開設の必要性 

 横須賀小学校は、令和７年１０月１日現在、通常学級数２１学級、児童数６２

２名と、市内では大規模の学校であります。 

横須賀小学校においても特別に支援を要する児童は各学年に数名ずつ在籍して



おり、現在、新５学年の１名、新６年生の１名は自閉症・情緒障害特別支援学級

への入級を希望しています。また、各学年に入級を検討している保護者がいる状

況です。横須賀小学校の隣接校である小金北小学校、馬橋北小学校、殿平賀小学

校、新松戸南小学校、幸谷小学校、新松戸西小学校には、自閉症・情緒障害特別

支援学級が設置されていますが、横須賀小学校に自閉症・情緒障害特別支援学級

が開設されることで、移動に伴う安全上の不安や保護者の負担等の軽減につなが

り、特別に支援を要する児童にも柔軟に対応することが可能となります。 

 このような状況から、横須賀小学校に自閉症・情緒障害特別支援学級を設置す

ることは、現在自閉症・情緒障害特別支援学級への入級を希望している児童の個

別の成長はもちろん、横須賀小学校の特別支援教育の向上につながるとともに、

松戸市新松戸地区の潜在的な教育的ニーズにも対応できるものであります。 

 

 ⑻ 古ケ崎中学校における自閉症・情緒障害特別支援学級開設の必要性 

  古ケ崎中学校は、令和７年１０月１日現在、通常学級数１２学級、生徒数４０

３名と、市内では中規模の学校であります。 

古ケ崎中学校においても特別に支援を要する生徒は各学年に数名ずつ在籍して

おり、現在、新１学年の３名、新２年生の２名、新３年生の１名は自閉症・情緒

障害特別支援学級への入級を希望しています。また、各学年に入級を検討してい

る保護者がいる状況です。古ケ崎中学校の隣接校である第一中学校、第三中学

校、第六中学校、新松戸南中学校には、自閉症・情緒障害特別支援学級が設置さ

れていますが、古ケ崎中学校に自閉症・情緒障害特別支援学級が開設されること

で、移動に伴う安全上の不安や保護者の負担等の軽減につながり、特別に支援を

要する生徒にも柔軟に対応することが可能となります。 

このような状況から、古ケ崎中学校に自閉症・情緒障害特別支援学級を設置す

ることは、現在自閉症・情緒障害特別支援学級への入級を希望している生徒の個

別の成長はもちろん、古ケ崎中学校の特別支援教育の向上につながるとともに、

松戸市古ケ崎地区の潜在的な教育的ニーズにも対応できるものであります。 

 

５ 学区の改正について 

  高木小学校の知的障害特別支援学級の通学区域を、現在の栗ケ沢小学校の学区

からの分離とします。 

常盤平第二小学校の知的障害特別支援学級の通学区域を、現在の常盤平第一小

学校の学区からの分離とします。 

常盤平第三小学校の知的障害特別支援学級の通学区域を、現在の常盤平第一小

学校の学区からの分離とします。 

松ケ丘小学校の知的障害特別支援学級の通学区域を、現在の上本郷第二小学校

の学区からの分離とします。 

和名ケ谷小学校及び和名ケ谷小学校に隣接する大橋小学校の知的障害特別支援



学級の通学区域を、現在の相模台小学校の学区からの分離とします。 

小金北中学校の知的障害特別支援学級の通学区域を、現在の小金中学校の学区

からの分離とします。 

古ケ崎中学校の情緒障害特別支援学級の通学区域を、現在の第一中学校の学区

からの分離とします。 

  また、在校生については、従前の学区を適用します。 

  市立小学校の自閉症・情緒障害特別支援学級については、市内全域に横須賀小

学校を加えます。 

（令和８年４月１日から施行予定） 

 

６ 令和８年度の在籍予定について 

  令和７年１２月１２日現在、以下の就学予定者がおります。 

【知的障害特別支援学級】 

学校名 種別 
在籍 

予定数 

各学年の在籍予定数 
学級数 

新１年 新２年 新３年 新４年 新５年 新６年 

高木小学校 知 ３名 ０名 １名 ２名 ０名 ０名 ０名 １学級 

常盤平第二小学校 知 １名 １名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 １学級 

常盤平第三小学校 知 １名 １名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 １学級 

松ケ丘小学校 知 ２名 １名 １名 ０名 ０名 ０名 ０名 １学級 

和名ケ谷小学校 知 ２名 ０名 １名 ０名 ０名 ０名 １名 １学級 

小金北中学校 知 ２名 ２名 ０名 ０名    １学級 

 

 

【自閉症・情緒障害特別支援学級】 

学校名 種別 
在籍 

予定数 

各学年の在籍予定数 
学級数 

新１年 新２年 新３年 新４年 新５年 新６年 

横須賀小学校 自・情 ２名 ０名 ０名 ０名 ０名 １名 １名 １学級 

古ケ崎中学校 自・情 ６名 ３名 ２名 １名    １学級 

 

７ 指導人員予定 

高木小学校      県費負担教職員１名（知的１名） 

常盤平第二小学校   県費負担教職員１名（知的１名） 

常盤平第三小学校   県費負担教職員１名（知的１名） 

松ケ丘小学校     県費負担教職員１名（知的１名） 



和名ケ谷小学校    県費負担教職員１名（知的１名） 

小金北中学校     県費負担教職員１名（知的１名） 

 

横須賀小学校    県費負担教職員１名（自閉症・情緒１名） 

古ケ崎中学校    県費負担教職員１名（自閉症・情緒１名） 

 

＜参考＞ 

令和８年度 高木小学校・常盤平第二小学校・常盤平第三小学校・松ケ丘小学校  

和名ケ谷小学校・小金北中学校開設による在籍数・学級数・職員数 

 

小学校 

学校名 種別 在籍数 学級数 県費負担教職員 

中部小学校 知  ９名 ２学級 ２名 

東部小学校 知 １０名 ２学級 ２名 

北部小学校 知 １７名 ３学級 ３名 

相模台小学校 知 １７名 ３学級 ３名 

南部小学校 知  ３名 １学級 １名 

矢切小学校 知  ５名 １学級 １名 

高木小学校 知  ３名 １学級 １名 

高木第二小学校 知 １４名 ２学級 ２名 

馬橋小学校 知 １９名 ３学級 ３名 

常盤平第一小学校 知  ７名 １学級 １名 

小金小学校 知 １４名 ２学級 ２名 

稔台小学校 知 １３名 ２学級 ２名 

常盤平第二小学校 知  １名 １学級 １名 

常盤平第三小学校 知  １名 １学級 １名 

小金北小学校 知 １１名 ２学級 ２名 

上本郷小学校 知  ４名 １学級 １名 

根木内小学校 知 １２名 ２学級 ２名 

栗ケ沢小学校 知 １６名 ２学級 ２名 

松飛台小学校 知  ８名 １学級 １名 

松ケ丘小学校 知  ２名 １学級 １名 

六実小学校 知  ６名 １学級 １名 

梨香台小学校 知  ９名 ２学級 ２名 

寒風台小学校 知  ９名 ２学級 ２名 

牧野原小学校 知 １２名 ２学級 ２名 

旭町小学校 知 ２９名 ４学級 ４名 

和名ケ谷小学校 知  ２名 １学級 １名 

馬橋北小学校 知   ４名 １学級 １名 

殿平賀小学校 知   ４名 １学級 １名 

八ケ崎第二小学校 知  ９名 ２学級 ２名 

六実第二小学校 知  ６名 １学級 １名 



新松戸南小学校 知  ６名 １学級 １名 

松飛台第二小学校 知  ９名 ２学級 ２名 

上本郷第二小学校 知 １２名 ２学級 ２名 

六実第三小学校 知 １２名 ２学級 ２名 

新松戸西小学校 知 １０名 ２学級 ２名 

東松戸小学校 知  ２名 １学級 １名 

   ※令和７年１２月１２日現在の見込み数 

 

中学校 

学校名 種別 在籍数 学級数 県費負担教職員 

第一中学校 知 １８名 ３学級 ３名 

第二中学校 知  ７名 １学級 １名 

第四中学校 知 ２０名 ３学級 ３名 

第五中学校 知  ６名 １学級 １名 

第六中学校 知 １４名 ２学級 ２名 

小金中学校 知 ３３名 ５学級 ４名 

常盤平中学校 知 １８名 ３学級 ２名 

栗ケ沢中学校 知 １８名 ３学級 ２名 

六実中学校 知  ６名 １学級 １名 

河原塚中学校 知 １１名 ２学級 ２名 

新松戸南中学校 知  ４名 １学級 １名 

和名ケ谷中学校 知  ４名 １学級 １名 

旭町中学校 知 １１名 ２学級 ２名 

小金北中学校 知  ２名 １学級 １名 

   ※令和７年１２月１２日現在の見込み数 

 

 

＜参考＞ 

令和８年度 横須賀小学校・古ケ崎中学校開設による在籍数・学級数・職員数 

   

小学校 

学校名 種別 在籍数 学級数 県費負担教職員 

中部小学校 自・情 １７名 ３学級 ３名 

東部小学校 自・情 ２０名 ３学級 ３名 

北部小学校 自・情  ９名 ２学級 ２名 

相模台小学校 自・情 １０名 ２学級 ２名 

南部小学校 自・情 １８名 ３学級 ３名 

矢切小学校 自・情   ４名 １学級 １名 

高木小学校 自・情  ４名 １学級 １名 

馬橋小学校 自・情 ２６名 ４学級 ４名 

常盤平第一小学校 自・情  ２名 １学級 １名 

稔台小学校 自・情 １０名 ２学級 ２名 



常盤平第二小学校 自・情 １２名 ２学級 ２名 

常盤平第三小学校 自・情 １４名 ２学級 ２名 

小金北小学校 自・情 １８名 ３学級 ３名 

根木内小学校 自・情 １８名 ３学級 ３名 

栗ケ沢小学校 自・情 ２７名 ４学級 ４名 

松ケ丘小学校 自・情 １７名 ３学級 ３名 

柿ノ木台小学校 自・情 １８名 ３学級 ３名 

古ケ崎小学校 自・情 １１名 ２学級 ２名 

六実小学校 自・情   ８名 １学級 １名 

八ケ崎小学校 自・情 １８名 ３学級 ３名 

梨香台小学校 自・情 １２名 ２学級 ２名 

寒風台小学校 自・情 １７名 ３学級 ３名 

河原塚小学校 自・情 １７名 ３学級 ３名 

牧野原小学校 自・情 ２０名 ３学級 ３名 

旭町小学校 自・情 １５名 ２学級 ２名 

和名ケ谷小学校 自・情 １１名 ２学級 ２名 

金ケ作小学校 自・情  ８名 １学級 １名 

馬橋北小学校 自・情 １８名 ３学級 ３名 

殿平賀小学校 自・情 １３名 ２学級 ２名 

貝の花小学校 自・情 １７名 ３学級 ３名 

八ケ崎第二小学校 自・情 １０名 ２学級 ２名 

六実第二小学校 自・情   ９名 ２学級 ２名 

横須賀小学校 自・情  ２名 １学級 １名 

新松戸南小学校 自・情 １９名 ３学級 ３名 

松飛台第二小学校 自・情 ２４名 ３学級 ３名 

上本郷第二小学校 自・情 １８名 ３学級 ３名 

大橋小学校 自・情 １１名 ２学級 ２名 

六実第三小学校 自・情 １２名 ２学級 ２名 

幸谷小学校 自・情 ３０名 ４学級 ４名 

新松戸西小学校 自・情 １１名 ２学級 ２名 

   ※令和７年１２月１２日現在の見込み数 

 

 中学校 

学校名 種別 在籍数 学級数 県費負担教職員 

第一中学校 自・情 ２６名 ４学級 ４名 

第三中学校 自・情  ４名 １学級 １名 

第六中学校 自・情 １８名 ３学級 ３名 

常盤平中学校 自・情  ８名 １学級 １名 

六実中学校 自・情 １８名 ３学級 ３名 

古ケ崎中学校 自・情   ６名 １学級 １名 

牧野原中学校 自・情  １２名 ２学級 ２名 

根木内中学校 自・情 １５名 ２学級 ２名 



河原塚中学校 自・情 ２３名 ３学級 ３名 

新松戸南中学校 自・情 ２０名 ３学級 ３名 

金ケ作中学校 自・情 ２０名 ３学級 ３名 

小金北中学校 自・情 １０名 ２学級 ２名 

※令和７年１２月１２日現在の見込み数 




